
 

平成 28 年度 岐阜工業高等専門学校シラバス 
教科目名 制御工学特論 担当教員 北川秀夫 
学年学科 ２年次電子システム工学専攻 後期 選択 ２単位  
学習・教育目標 （Ｄ－３ 計測・制御系）１００％ JABEE 基準１（１）：（ｄ）１００％ 
授業の目標と期待される効果： 
ファジィ制御に関する基礎知識を身につけ

るとともに，ロボット等への応用に関する論
文の講読を通して，より専門的，実践的な知
識を身につける。以下に具体的な学習・教育
目標を示す。 
① ファジィ理論の理解 
② ファジィ推論法の理解 
③ 応用論文の理解，説明 

 

成績評価の方法： 
期末試験 100 点，レポート 50 点の合計 150 点に対する得点率で評
価する。なお，成績評価に教室外学修の内容は含まれる。 
達成度評価の基準： 
教科書の例題と同等レベルの問題を試験等で出題し，6 割以上正

答のレベルまで達していること．応用論文に関してはその内容を 6
割以上正確に説明できること．成績評価への重みは均等である． 
① ファジィ理論の概略を理解し演習問題が 6 割以上できる 
② ファジィ推論法の概略を理解し演習問題が 6 割以上できる 
③ ファジィ応用論文の概略を理解し説明することが 6 割以上できる 
 

授業の進め方とアドバイス： 
最初はファジィ制御の基礎的内容について講義する． 

 学習内容をふまえて，応用的な論文の輪講を行う． 
 論文の内容について，自主的に深く調査する姿勢が望まれる． 
教科書および参考書： 
アドバンストファジィ制御（田中一男，共立出版）  

授業の概要と予定：後期  教室外学修 ＡＬのレベル 

第 １回：ファジィ集合 ファイジィ集合の基本
演算についてまとめる．  

第 ２回：ファジィ関係 ファジィ関係の演算に
ついて理解する．  

第 ３回：ファジィ推論 Mamdani の推論法とそ
の応用法を理解する．  

第 ４回：ファジィ推論 後件部に線形関数を用
いた推論法を理解する． C 

第 ５回：模型自動車の制御 
模型自動車への応用に
ついて理解し，応用上の
問題点をまとめる． 

 

第 ６回：過渡特性に着目した設計法 
ファジィ PI 制御器の過
渡特性，パラメータ特性
調整法を理解する． 

 

第 ７回：自律型移動ロボット 
車両型ロボットへのフ
ァジィ制御の適用法を
理解する． 

Ａ 

第 ８回：ロボットビジョン ロボットビジョンシス
テムを理解する． Ａ 

第 ９回：動的障害物回避制御 動的障害物回避制御法
を理解する． Ａ 

第１０回：階層化／構造化による高度知識制御の実現 
階層化／構造化による
高度知識制御の実現法
を理解する． 

Ａ 

第１１回：周波数特性と過渡特性に着目した設計法 
ファジィ位相進み補償
器とタンク群水位制御
への適用法を理解する． 

Ａ 

第１２回：ファジィ同定アルゴリズム 
ファジィ同定アルゴリ
ズムの簡略化法につい
て理解する． 

Ａ 

第１３回：ファジィ制御に対する最近の手法 
各種ファジィ推論法の
特徴を理解し，それらの
効果についてまとめる． 

Ａ 

第１４回：ファジィ推論の高速計算アルゴリズム 高速計算アルゴリズム
を理解する． Ａ 

期末試験 － 

第１５回：制御工学特論のまとめ － 

 



 

 
 

評価（ルーブリック） 
達成度 
評価項

目 

理想的な到達 

レベルの目安 

(優) 

標準的な到達 

レベルの目安 

(良) 

未到達 

レベルの目安 

(不可) 

① 
ファジィ理論の概略を理

解し演習問題が(8 割以上)
できること。 

ファジィ理論の概略を理解

し演習問題が(6 割以上)でき

ること。 

ファジィ理論の概略を理解し

演習問題ができない。 

② 
ファジィ推論法の概略を

理解し演習問題が(8 割以

上)できること。 

ファジィ推論法の概略を理

解し演習問題が(6 割以上)で
きること。 

ファジィ推論法の概略を理解

し演習問題ができない。 

③ 
ファジィ応用論文の概略

を理解し説明することが

(8 割以上)できること。 

ファジィ応用論文の概略を

理解し説明することが(6 割

以上)できること。 

ファジィ応用論文の概略を理

解し説明することができな

い。 
 
 


